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慶晒医学 ・83(3):T33～T43,2006

学 位 論 文

本邦中高年女性 における不定愁訴の実態についての検討

慶懸義塾大学医学部産婦人科学教室

　　　(指導;野 澤志朗教授)

　 　 　 　 いけ　　ノニ　　とし　 ゆき

　　　　池 田 俊 之

いPick　17`1…1　,.126【.1受f寸)
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緒　　言

　更年期と呼ばれる閉経前後約10年 間に中商年女性は,

身体的および　hp的な失調を来たしやすいことが知られ

ており.日 常生rhに 支障を来たす諸lit一状を一鍛に更矩期

臆害として医療介入の対象とされ,近 年は欧米だけでな

く本邦でも多 くの医療機関において更年期障害の治療が

行われるようになった.更 年期における中高年女性の身

体的および精神的変化は,卵 巣機能低一ドに起因する女奮生

ホルモンの分泌4F下 だけでなく加齢や社会心EI3学的要因

などにも修飾されることにより様々な不定愁訴 として出

現する,そ のため.更 年期陳宮の概念は年代や地域によっ

ても異なり,更 年期障筈の診断に明確な診断基準は存在

しないのが現状である,

　本邦における吏年期障害 とは,更 年期に現れる多種多

様な症候群で,器 質的変化に相応 しない自郁神経失調症

を中心とした不定愁訴を主訴とするIIEOk'群と定義されて

いる1.,こ れは歴史的に1953年 東北大学の九嶋が東北地

方の農村lySの女性を対象とした研究結果として,更 年期

障害の_i:な病態はT,定愁訴であり,そ の病因は自律神経

障害である,と 位置付けたことに由来 している2'.こ の

学説は本邦において多くの研究者に引き継がれてきたが,

1982年 に鹿児島大学の森は,更 年期障害の成因は卵巣

機能の低 ドによる身体的変化に,社 会的 ・家庭的環境要

因が加わることによるとする慨念を提唱 した3」.そして

特に日常生活に支障を及ぼす身体的および精神的な不定

愁dFを 更年期障害 と し,11常 生 活 に支障 を及ぼ さない程

度 の ものは更年期失調 と して区別 した.こ の概念をfttk

させ る形 で,1985年 群 馬 大学 の .!%十嵐 は,更 年 期の 不

定愁訴 を卵 巣機能の低下 すなわ ちエス トロゲ ンの低 ドと

関趣 付けて評価す る ことを主張 し.特 に更年期に見 られ

る症 状(更 年lp1U"s;害;climacteric　 symptoms)と 老 年

期に見 られ る疲状(老 年 期障害:senile　 symptoms)を

明 確に区別 すべ きであ ると した8...森 の 説 は,第11i・lllq

際 閉 経 会議で 検討 され たclimacteric　 syndromeの 概 念

およびfi十 嵐の説 は,欧 米か ら普及 したホルモ ン補充療

法 における適1Gli1状 の 概念 に一 部共通点 を偲 め るが,欧

米における更年期障害の概念 は卵 巣機能低一ドが密接 に関

与 す る 「hot　flush(ほ て り)」 が1:体 で あ り,そ の他の

諸症状 は不定 愁訴 として斜.1対的 にrotsさ れ る傾向にある.

　 これまでの知見よ り,我 々はitSki期 に おける中高fl汝

性 の身 体的 および精神的変 化は人種間共通 ではな く,CIA

邦 と欧米 では吏年期障害の診断 根拠 となる諸症状 の出現

頻度 に述 いが存在 し,そ の結 果 と して更年 期障害 の概念

に も簾異が生 じてい ると考 えた.こ の仮説 を検証す る目

的 で,こ れまでに共同研究 者 らはyif#F'SI期 外 来の初診

患者1.069例 を 対象 と した調査 研究を行 い,そ の結 果,

更 年 期外 来を受 診 した中高年女ykに 想 め られ る諸症状 と

して 「金身 倦怠 」や 「肩 こ り」が,欧 米で は最高頻 度で

認 め られ る 「110t　flush」 や 「発汗 」 よ りもail:状の 出現

頻度 および重症度 が高 い ことを　 ,.,aした9,た だ し,調

査対象 は首都圏 にあ る大学病院 の更年期専門 外来 を受 診

　 本 論 文 は.lkeda　 T.　 Makita　 K.　 lshi亀ani　 K.　 Takamatsu　 K.　 Horigicehi　 F,　 NozI」wa　 S:Sta1us　 o`climacteric　 symptoms

among　 middle-aged亀o　 elderly　 Japanese　 womcn:Comparison　 of　 genera【healthy　 women　 with　 women　 presenting　 at　 a

menopausal　 clinic.」Obstet　 Gynaecol　 Res　 31:164-171,2005の 一 部 を 含 む,
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褒1　 理慮式鯛査票

症状

症状ur 症状の醸類 童疲度

強1中 弱 無 し

監.∬1巨管 運 動 神 経gfii;t}様症伏 1.顔 が熱 くなる(ほ てる)

2.汗 をかきやすい

3。膜や手が冷える

4.患 切れがする

2.剛 鰯 5.腰 が 痛 い

6.背lllが 癩 い

3.関 節 。筋 肉 痛 7.ｰiこ りが あ る

8.乎 足の節々の痛みがある

4.全 身倦怠 9.疲 れ やす い

5.神 経痛 10.興 爾 しや す い

lLイ ラ イ ラす る i
12.紳 経質である

13.不 安感がある

6、 頭痛　 　 　 　 　 Il4.頭 が痛い

7.ゆ ううつ 15.っ ま らな い こ とに くよ くよ す る

16.ゆ う うつ に な る こ とが 多 い

17..意 欲 が わ か な い

8.睡 眼陳当 18.(3ttaか な か 寝 っ か れ な い

19。夜眠ってもす ぐ目を覚ましやすい

9.知 覚障審様r状 20.7足 が しびれる

21.乎 雄の感覚が鈍い

且0.心1季 充進 22.心 履の動悸がある

11。 眼 畑 zaめ まいがある

2Q.は きけ が あ る

12,蟻 走 態 25、皮膚をア リがはうような感 じがする

監3.　認知1機能障竃聾様症状 zs.も の忘 れ す る

27..覚 え られ な い

1-0.皮 膚 症 状 28.皮 膚のしわが凱になる

la.毛 髪礁 伏 29.　 の ボ リ ュー ム が 少 な くな る

16.膀 胱症状 30.尿 が近 い

31.排 尿が欄に含わない

32,尿wれ が あ る

且7.縢 症 状 33.iii下 感

99.腕 の乾燥感

35.脇 の掻輝迅

36.性 交時に痛みがある

IS.咽 喉 症 状 37.の どが つ か え る よ うな感 じが す る

且9.眼 症状 38.眠 の 痛 み が あ る

39。眼の乾いた感 じがある

20.消 化器症状 no。腹郁膨満感がある

Kuppcrmonの 更年期指数をペースに広く更年期周辺の退行期疾患のケア目的で作成した.
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した主に上婦やホワイトカラーを中心 とした中高年女惟

患者であることから,対 象患者に出現する茄ξ状 には日常

生rFに 支陳を来たす程度の重症感が存在 し,か っ症状 に

対する治療意識が高い集団と考え られ る.こ れらを考慮

すると,日 常生活に支Wrが ない一般健常中高{i汝 性にお

ける不定愁訴の実態とはその内容が異なる可能性が考え

られ,こ れらの結果のみから本邦中高年女性の更年期に

おける身体的および精神的諸症状の特徴を結hilltlづけるこ

とは困難である.し か し,本 邦のみならずpr的 にも中

高年女性の更年期における身体的および精神的諸症状,

特 に不定愁訴に関する検討がほとんどなされていない,

　そこで,本 研究では本邦中高年irkに み られる不定愁

訴の実態について検討する目的で,都 市近郊地域 とされ

る埼玉県在住の一般健常中高年女性を対象としたアンケー

ト調査を施行 した.そ の際,先 の論文で も使用 した慶癒

式調査票を用いて,各 症状における出現頻度や症状の程

度について閉経時期との関連 も含めて解析 した,ま た,

同時期に当科更年期外来を受診 した初診患者を対象 とし

た同内容の調査結果と比較検討を行った6'.

対象および方法

i.対 　象

　平成13$=4月 か ら平成is年3月 までに埼」1県内各地

域の保健セ ンターに検診や講演会などで訪れた40歳 以

」二60歳未満の398名 の女性(年 齢50.5　 :±4.7:平 均±

標準偏差)を 研究対象とした.研 究'対象者を選定するに

あたり,調 査時点において高血圧や糖尿病など特定の慢

性疾患にて医療機関に通院 していな く,さ らに,う っ病

や甲状腺疾患など更年期の不定愁訴 と紛 らわ しい症状に

よる医療機関受診歴を有 しない一般健常中高年女性 とし

た.

2.慶 鱈 式稠査票によるア ンケー ト鯛 査

　 これ らの対象者 に対 して,本 研究 の主 旨を一卜分 に説明

し同意 を(;r'た上 で,慶 懸 式調 査 票へ の 記 入 を 依頼 し

た,..慶 慮 式調査 票は。 更年期症 状 の客観 的指 標 と し

てわ が国 にお いて も広 く用 い られて きたKupperman

の 更年期指数を べ一スに して我 々が 日本人のLsG期 症 状

に見合 った調 査票 と して作成 した もので,そ の内容詳III

を表1に 示 した.本 調 査票 は,Kuppermanの 更 牢期指

数 に取 り上げ られてい る血管運動 神経陳 害様t;i状,知 覚

障害様症状,不 眠,神 経質,憂 うっ,眩 量,5ttt倦 怠,

関 節痛 。腰痛,頭 痛,心 悸 充進,蟻 走感 の11の 症 状群

(syndromes)と17iiE状(symptoms)に,更 年期女{生

の退 行期疾患に輪広 く対 応す るという観点 か ら新 たに認

知 機能 陳害様症状,皮 膚症 状,毛 髪症状,膀 胱症状,膣

症状,咽 喉痘状,眼 症状,消frYa症 状 の8疲 候群を加え,

さ らに腰 。背部痛 を腰痛 と背部痛の それ ぞれ独立 した項

目と し,神 経質 のiii:状群 に イライラす る.不 安感 がある,

ま た.憂 うっ感の症状 群にti!欲 が わか ないを,そ れぞれ

追 加す る ことに よ り最終 的 に.;tnoの 症 状 か ら構成 され

ている.ま た,Kuppermanの 更年 期指数 に述べ られて

いる各々の症状 に対す る重みづけ はせず,加 え て[41,i;状

の 重症度 の椎移 で治療効果判定を行 うことが特徴 である.

す でに 且0年 間以isに わ た り当科 更年 期il1,門外 来1こ て臨

床的 な使 用実績 があ り,文 献的 に も本調'近票の有 川ヤt三に

対 して評 価が確立 されて いるひ.

3.各 症 状 における評価方法

　 対象者 の各症状 にお ける重症度 を評価す る目的 で本調

査票 では,無(現 在 その症状 を認め な い場 合),弱(そ

の症状 が軽度 で,11',v;生 活 に 支障の な い程度 の場 合),

中(そ の症状 が中等度で,1.1常 生 活にやや支障が あ り。

病院 での柵談 も考え たい#tlQの 場 合).強(そ の症状 が

高度で,日 常 生活に支障が あ り,病 院での治毅 を希 望す

る程11の 場 合)の4段 階の基準 によ る選 択肢を設 け,そ

れ ぞれ核 当する ものを対象者 に選択記 入す る方法 をと っ

て いる。 そ して これ ら40項 目の評 価指 標 と して.症 状

毎に以.ドの2項 目を算出 した.

1)存 症 率:調 査 した全症例 数に対す るその症状rr"fiし

　 　 たfiia例数 の割 合(%衷 示).

2)重 症 率:調 査 した全症例 数に対す る重症度が強 にll亥

　　 当 した痛 例数の割 合(%表 示),

　 これ らの対 象者か ら得 られ た結 果を,ほ ぼ同時期 に慶

雁義塾大学病院産 婦人科更年 期外来を受 診 した初診?lt　Yi

309例(年 齢5i.9歳 圭7.2;平 均 ±標 準偏 差)に 対 して

初診時 に行 った調 僻 ～1果と比較検討 をffっ た.更 年 期外

来 は自 らx年 期障害 を疑 って来院 した;r:Yが 多 数 を占め

るが,一 般の産婦 人科外来や他科 か ら更年期障害の疑 い

にて紹 介され た患 者も含 まれ ている.

　 また.月 経 の状態 につ いて選択肢 によ る記載項 目を投

けて お り,一 般 健常 中高年女性 を対 象 と して,閉 経 前期

(premenopause:月 経 がli三順 の伏態),閉 経 周期(pcri

menopause:閉 経lliiで月 経 が 不順 の状 態),閉 経後3年

未満 の閉経早 期(early　 poslmenopausc),閉 経 後3圷

以 上の閉経 後期(late　 poslmenopause)の4群 に分 類

し,4群 間 におけ る各症状のfit,　 と亟症率を比較 検討

した。
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衷2　 対象2群 にお1,る臨床特徴

一般健常中高年女t生 当科廻年期外来初診患者

(n=398) (n=3091

年齢(歳) 50.5"一 一d.7 51.9±7.2

身長(m) 1571-0.03 且.57±O.05

体重 〔kg) 52.1　 A.8 52β ±8.6

Dodp　 Mass　 Index 2L2主3.且 21.6　 ?.3

月経の状況(例)

閉経前期 127 33

閉経周期 68 64

閉経後 iss 且61

ru月 8 ?g

対 按 群 の 臨 床 肖 鼠(年 齢,身 長.体 距,Body　 Mass　 Indexの 平 均 値 ±標 準 偏 差)と 月 経 の 状 況

(閉 経 前 期,閉 経 周 期.閉 経 後,不 励 に よ る分 布 を ま と め た,

〔lkcAa　T　et　al,0■}stet　 Gyn猷 ℃61　Res　31:16・ ■一171.2005の'faAle　 1を ・篤 改 変 し,譜nJをll}て 転 載)

4.続 計学的解析

　統計解析は独立2群 によるt検 定およびx'独 立性の

検定を用いて解析 し,p値 が0.05未 満を統計学的にtLG?

な差とした.

結　　果

1.対 象2群 の臨床的特徴

　表2に 本研究で調在を行0た 都市近郊 在住の一般 健常

中高 年女性集 団(n=398)と 当 科更 牢期外 来患者集団

(n=309)の2群 にお ける臨床背景 を示 した.こ れ ら2

群 間 において年齢,身 長,体 重.Body　 Mass】ndexの

いずれの項 目にも有意差を認めなか った.

2。 颪年期不定愁訴40項 目の有症率

　第3表 に 「慶唖式 調査票」 に あ るaorli目 のr;症 率 を

高 い順 に示 した.そ の結果,一 般 健常中高 年 女性 で は

「覚 え られ ない」 が有症率88.7%で 最 も高 く,以 下 「髪

の ボ リュー ムが少 な くなる」(84.9%),「 もの忘れ をす

る」(81.1%),「 皮 膚の しわが気 になる」(73.6%),「 尿

が近 い」(69.8%)の 順 で有症 率が高い傾向を示 した。

　更年期外来での調査結果において,先 の論文における

結 果5.と 同 様 に最 も有症 率が 高 か った 「渡 れ やす い」

(92」%)は.一 ・般健常 中高年女性で は第9位(52.8%),

次 い で有症率が高ldiを 示 した 「haこ りがあ る」(89A%)

は一 般 健常中高隼女{生で は第6位(67.9%)で あ った.

　 また,従 来か ら低 エス トロゲ ン状 態に起 閃 した更年 期

障害のil'!i的 症状 とされて いる 「顔が熱 くなる(ほ て り;

hot(lush)」 は,今 回の検ulで は一般健常 巾高年女tai:で

第 且7位,史 牢 期外来初診iiiY'で は 第13{凱 で あ り,ま た

「夜眠 って もす ぐ1:1を覚 ま しやすい(夜 間覚 醒:insom・

nia)」 は各 々第24位,第11位 で あ った.

3.更 年 期不定愁X40項 目 の重症率

　 第4表 に 「慶慮式 調 査票」 の40項 目の 重症度 を評 価

す る重症率 を高 い順 に示 した.そ の結果,「 腰 が痛 い」

が 】5.3%と 今回 検討 した中で は最 もrm征 率が高 く,以 下

「肩 こりが ある」(12.5%),「 不 安感 があ る」(11.9%),

「イ ライラす る」(U.5%),「 神経 質であ る」(U.2%),

「くよ くよす る」(10,8%),の 順 で重症率 が高い傾向 を

示 した.

　 更年朋 外来 での調 査 において最 も重症 率 が高 か った

「hlこ りがあ る」(29.3%)は 一 般健常中高年女セ【1では第

2位(12.5%)で あ ったが,次 いでIT(症 率 が高 か った

「疲れやすい」(22.7%)は 一般 健常 中1窃年女性 で は第24

位(6.8%)を 示 した.

　 「顔が熱 くな る(ほ て り)」 は,一 般 健常 中高fF女 性 で

第9位,更{1… 期 外来初診 患 者で は第 且2位 であ り.ま た

「夜問覚醒」 は各々第15位,第11位 を 示 した.

4.閉 経 時期 による有症率 の差異

　第5表 に一般健常 中高年 女性 における月経 の状況(閉

経 前期,閉 経 周期,閉 経 早期,閉 経 後期)と 臨 床背景

(年 齢,身 長,体 亜,Body　 Mass　 Index:平 均 値 圭標準

rs.;)を 示 した.

　 図 】には,今 回一般 健常 巾高年女性で最 も有症率 が高

か った 「覚 え られ ない」 と.次 いで有症率が高値で あっ

た 「髪の ボ リュームが少 な くなる」の,図2に は,従 来

か ら低エス トロゲ ン状態 に起因 した7i年 期障害の代表的

1ti状P.121と さ れ て い る 「顔 が熱 くな る(ほ て り)」 と

「夜間覚醒 」の2症 状 に関 して,対 象 を閉経時lnl別 に閉

経 前期　(Pre),閉 経 周期　(Peri),閉 経 早 期　(Pos重 ・E).
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池田:ll1高 年女性の不定愁訴の実態にっいての険討

表3　 慶慮式畑査瓢を用いた対殴2群 における有湿串の比較

一般健常巾高年女性 当科更年期外米初診患者
.

　　　　　　　症状の樋頬 有症率(%) 轍 の睡類　 　 　 　 i有 脳 当(96)
.

27.覚 え ら れ ない 88.7 9.疲 れ や す い 92.]

29.髪 のi'93　 ムが 少 な くな る SA.9 7,ti;こ りが あ る 89.A

2〔〉.もの忘 れす る 81.1 26.も の 忘 れ す る 79.5

2&皮 膚の しわが気になる 73.6 1?.神 径 質 で あ る 75.7

30.尿 が近 い 69.8 13.不安感がある　 　 　 　 　 　 1　 　 76.1

7.klこ りが あ る s7s 罐 や乎が瓶 る　 　 　 　 　 　 1　 75.8

5.腰 が 痛 い 58.5 〉〉.イライラする　 　 　 　 　 　 1　 75.5

3.腰 や手が冷える 56.6 2.汗をかきやすい　　　　　　　　　　　　l　　　　T4.9

9.疲 れ や す い 5?.8 15.つ ま らないことにくよくよする　　　 i　　　 73メ1

17.意 欲 が わか な い 62.$ 5,腰 が 痛 い
'
r2.3

2.汗 を か きや す い 47.2 s.便 眠 ってもす ぐ1」を覚ましやすい 7M

13.不 安 感 が あ る dT.2 i〔い ウううっになることが多い 71.3

1Lイ ライ ラす る ・15.3 L顔 が熱くなる　(ほてる) TQ.O

!b.つ ま らないことにくよくよする　　　　l　　　　 A3.一〇 17.意 欲がわかない 67.3

32.尿 漏 れがある A3.A 30.尿 が近 い sss

is.ゆ う うつ に な る ことが 多い A1.5 18.灰 なかなか寝つかれない 6A.8

i.　 が 熱 くな る(ほ て る) 39.6 io.興 奮 しや す い 63.6

M.頭 が痛い 39.6 8,手 足 の 節 々のICYみ が あ る 63.5

31.排 尿 が1811に合 わ な い 39.6 ・1,息切れ が す る G3.1

8」手足の節々のrr,みがある 37.7 国.頭 が痛い sas

.

.

.

層

■

.

.

.

唱

.

.

層

1

唱

.

20.手 足がしびれる

1

1

1

1

37.7 27.覚 え られljい sis

4..11切 れ が す る 35B 28,皮 膚 のしわが気になる si.o

12.神 経質である 35β 22.心 臓 の動悸がある 58.6

且9.夜眠 ってもすぐ目を覚ましやすい 358 ?g.髪 の ボ リ ュ ー ムが 少 な くな る 56.d

34.腫 の乾燥感 35B G.榊 が癌い　 　 　 　 　 　 　 1　 　 55.5

且0.輿 奮 しや す い 34.0 23.め まい が あ る 53.2

39.waの 乾 いた感 じが あ る 3A.4 20.手 足がしびれる 51.1

6.背 中hspyい 32.1 40.腹 部膨満感がある 49.0

40.股 部膨満感がある 32.1 39.限 の乾いた感 じがある 482

量8.夜なかなか寝っかれない 30.? 38.眼 の痛みがある nz.a

33.帯 下 感 30.2 a7.の どがつかえるような感 じがする 35.童

37.の どがつかえるような感 じがする 30.2 2・1.は きけ が あ る 3.1.0

2L親 の感覚が鈍い　 　 　 　 　 1　　 26.A 36.性 交時にsrみ が ある 32.0

38.眼 の鰯みがある 26.4 33.帯 下 感 31.i

23.め まい が あ る 24.a 2且.手足の感覚が鈍い aos

22.心 臓の動悸がある 22.6 3・1.膣の 乾 燥 感 30.0

2A.は きけ が あ る tS.9 32.尿 漏れがある 27.1

35.脇 の掻痒態 !8.9 35.膣 の掻痒感 18.6

36.幡 交時に痛みがある 18.9 3:.排 尿が闘に合わない 17.1

25.皮 膚をアリがはうような感 じがする コ5.1 25.皮 膚をアリがはうような感 じがする 15.7

対 象2群 に お け る 各 症 状 の 肩 症 串 を篠 出 し,頻 度 順 に 示 し た,

(:keAa　 T　ei　al=jObstet　 Gynnttol　 Ros釧=】6司 一iii.'1005のTable　 3を..・部 改変 し,許 可 をriて 転載}
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袈4　 慶距式厨査藁を用いた対象2群 における皿症串の比較

一般健常串高年女性 当科更年期外来初診患者

症状の揃類 醗 率(%)　 　 　 　 　 鰍 の纐 　 　 　 　 1重 症率(%)

5,腰 が6Yい 15.3　　　　 17.膚 こ りがある 29.3

7.d7:.り が あ る 且2.5 9,疲 れ や ず い 22.7

13,不 安感がある　　　　　　　　　　　　「　　　　 11.9 3.腰 や 手 がr.え る 17.7

H.イ ライラする　　　　　　　　　　　　　　　　11.5 且腋 なかなか寝つか櫨 い　 　 　 1　 　 16.9

12.神 経質である　　　　　　　　　　　　　　　 1L2 z.:Pを か きや す い 16£

且5.っ ま らな い こ と に くよ くよ す る io.a 13,不 安感がある 16.5

26.も の 忘 れ す る 10.fi a腰 がn'r,い 14.7

27.覚 え られ な い 10.0 12.神 経 質 で あ る in.:

1.顔 が 熱 くな る　(ほ て る) 10,重 a手 足の鰍 のliYaiASある　 　 　 　 1　 　 13.5

3.腰 や乎が冷える 9β 17,意 欲 が わ かr;い ias

且6.ゆ う うっ に な る こと が 多 い 9.7 19.夜 眠hて もす ぐ 圏を覚 ま しや ず い 墓2.・1

17.意 欲がわかない 9.6 L顔 が熱 くなる　(ほてる) its

16.夜 なかなか寝っかれない 9.2 H,イ ライ ラす る ii.o

8.r　 の節々のhYみ がある &9 里5.つ ま らな い こ とに くよ くよ す る ii.o

且9.f?fB[toて もす ぐ 目を覚 ま しや す い 8.7 1・1.頭が 痛 い io.n

21.手 足の感覚が鈍い 8.6 16.ゆ う うつ に な る こ とが 多 い 10.2

23.め ま いが あ る 82 20.手 足がしびれる 9.9

28.皮 脚 のしわが気に献る 8.0 30.尿 が近 い 9.2

29,髪 の ポ リ昌 一 ムが 少r;く な る 7s 6.背 中が痛い 9.1

30,尿 が 近 い 7.7 ・10.股部 膨満 感 が あ る

　 　 　 　 　 圏

8.4

36,19s交 時 に痛 み が あ る 7.3 n.息 切れがする 8.1

no,腹 部膨満感がある 7.0 22。心臓の動搾がある

　 　 　 　 　 脚

7.2

2.汗 をかきやすい 69 23.a5ま いが あ る 7.2

9.躍 れ や す い 6.8 2&皮 膚 のしわfi{;illarる 72

m.典 窩 しやすい 6.4 10.興 奮 しや す い zi

20,7kfit,し び れ る 6.且 2F.も の 忘 れす る fi.4

2n.,は きけが あ る 5.9 29.髪 の ポ リ}一 ム が少 な くな る 6.・1

3且.排尿が間に合わない as 27.覚 え られ な い 6.1

32,riklれ が あ る 5.1 37.の どがつかえるような感 じがする 4.6

3・塞,腕の乾 燥 感 4.8 38.Aldの 痛 み が あ る 42

35,mwの 掻 痒 感 9.7 ac.性 交 時にrrみ がある n.i

37.の どがっかえるような感 じがする 4.5 21.手 足 の感覚が鈍い 35

38.眼 のrrみ が あ る n.o 33.tiji下 感 3.1

a.息 切れがする 3.7 34.膣 の乾燥感 3.1

6.背lllが 痛 い 3.2 24.は き けが あ る 2.7

is.頭 がhY,い 2.9 25.皮 府 をアリがはうような感 じがする za

22.心 臓の動悸がある ?.4 32.尿 漏 れがある L9

25,皮 膚 をアリがはうような感じがする z.2 35.膣 の掻痒感 1.9

33.帯 下感 2.且 31.排 尿 が闇に合わない 1.8

39.眼 の乾いた感 じがある is 39.眼 の乾いた感 じがある o:i

対 欺2詳 に お け る 各 淀 状 の 皿 症 臨 を算 出 し,頻 度 順 に示 し た.

(■kclia　T　cl田=JObs[et　 Gynaccol　 Ros　311164一 コ71.2005の 丁n■,1凸・Lを一.・部改 変 し,　i"F可を 得 て転 載)
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池田:中 高年女性の不定愁訴の実態についての検討

第5裂 　一般健常中高年女性における臨床特徽
'

prcmenopause
　　,
penmcnopausc posレ1こ

/n=1271 (n=sat (n=]241

準齢(歳)

身長(m)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .　　●　　.

48.6一 一3.1　 　　　　　　　　　 49.3　 　3.5
　　　　　　　　　　　 :

1.57±0.04　 　　　　　　　　　1.57士0.02

52.5±3,2。

1.66　 0.06

体 重(kg)

Body　 Mass　 lnde:c

53..7±5.3

2L7士2.5

　　　　53.1ｱ6.2
レ

1　 2L3土L9

54.Ot5.5

zz.aｱz.t

.VS　 premenopausc{p<0
◎001}

臨 床 背 鳳(年 齢,身 畏,体ffi,　 body　 Nass　 Indexの 平 均 値 圭 標 準 鰯 差)と 月 経 の 状 況(閉 経 前

期,閉 経 周 期,閉 経 早 期,閉 経 後 期)に よ る 分 布 を ま と め た.

(lkcda　 T　eヒal:」Ob釧ot　 Gpnamol　 Hes　31:16・1-i>〉.?OOoのTahM　 5を 一部 改 変L許 可 をi:!てlct&》
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　 「覚 え られ な い 」　 　 　 　 　 「髪 の ボ リ ュ ー ム の 低 下 」

　　　　　　　　　 図1　 月経択況による有症率の比較
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　　　　　　　　　図2

%

40

30

a

*

*

pre　 peri　 post　 post

　　　　　　　　-E　 　 -L

　　　 「夜 間 覚 醒 」

月経状況による有症串の差異
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%
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　　　　　　 -E　 -L

　　 「腰 が 痛 い 」

%
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a
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　　　　　　 -E　 -L

「肩 こ りが あ る 」

%
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pre　 per　 i　 post　 post

　 　 　　　　 -E　 -L

　 　 「ほ て り」

%

15
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5

0
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図3　 月経状況による皿疲寧の比較

一E

「夜間覚醒」

一L

閉 経 後 期(Post-1.)の4群 に 分 類 し,各 々 の 存 症 率 を

小 し た.

　 そ の 結 果,2で 示 し た の と 同 様 に 「覚 え られ な いJは,

Pre　 86.3,　 Peri　 87.8,　 Post-E　 89-0,　 Posl-L　 91.0(%)

と,4群 ど の 時 期 に も有 症 率 が 最 高 値 を 示 し た が4群 間

に 行 意 な 差 は 昭 め な か っ た.同 様 に 「髪 の ボ リ ュ ー ム が

少 な く な る 」 で もPre　 85.5,　 Pcri　 86.0,　 Post-E　 88.8,

Post・L　 89.1(%)と4群 闘 にf7:e:差 を 認 め な か っ た .

　 一 方,「 顔 が 熱 くな る(ほ て り)」 と 「夜 間 覚 醒 」 で は.

各 群 のf∫ 症 率 は 各 々Prc　 31.9,　 Peri　 40.5,　 Post・E　 43.9,

Poll-L　 40.9(%)お よ びPre　 32.1,　 Peri　 37.1,　 Post・E

40.0,Posl・L　 36.4(%)と.閉 経 前 期 よ り も 閉 経 周 期

やi劉 辛釜 早 期 にfi症 率 力`(iL.に 　　(。pく0.01な い し

'。pく0
.05)高fuを 示 し た.

5.閉 経 の時期 によ る重症率の比較

　図3に は,今 回一般健常中高年女性で最 も重症率が高

か った 「腰が痛 い」 と,次 いで高値 であ った 「hiこ りが

ある」の2症 状,お よび更年期陳害のfl'的 症 状 とされ

て いる 「顔 が熱 くなる(ほ て り)」 と 「夜問覚醒」 の2

症 状 に関 しての閉経時期別の重症串を〉,<す.

　 その結果,3で 示 したの と同様に 「腰が痛い」 と 「肩

こ りがあ る」 で は.各 辟の重症率 は各々Pre　 1・1.9,　Peri

15.5,Post-E且5.3,　 Post-L　 l　5.4(%)お よ びPre　 12.2,

Peri　12.7.　 Post一・E　12.4,　 Post-1.12、9(%)と9群 どの

時期 にも飛症 率が最高値を示 したが,4群 間 にで∫意 な差
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池田:中 高年女性の不定愁訴の実態についての検討

は 認 め な か っ た.

　 一 方,「 顔 が 熱 くな る(ほ て り)」 と 「夜 間 覚 醒 」 は,

各 群 の 重Ltril3各 々Pre　 8.4,　 Peri　 10.7,　 Posl・E　 11.5,

PosレL　 9.8(%)お よ びPre　 6.9.　 Peri　 9.3.　 Post-E　 9.5,

Post・L　 8.9(%)と,4群 問 に 有 意 差 を 認 め な か っ た が,

閉 経 前 期 よ り も閉 経 周 期 や 閉 経 早 期 に 重 症 率 が 高 い 傾 向

を 示 した.

考　　察

　更年期女性における卵 巣機能 の低 一ドは必 発であ り,そ

の ため年餓的な幅はある ものの女性 は必 ず閉経を迎え る

ことか ら,そ れ に伴 って認 め られ る身 体的/精 神的症 状

は更年期女性 なら誰で も経験す るもの と言え る.し か し,

実 際に はそのよ うtact状 を ほとん ど忽 めず更年期を過 ご

す者か ら医療機関での適 切な治療が必 要な程1の 症状を

偲め る者 まで多種多様であ り,な ぜそのよ うな個人差が

生 じるのか につ いて も全 く解明 されていない.ま たこの

よ うな症状の出現に少なか らず影響 を及ぼす と.考え られ

る職業,居 住地域,家 族背景 などの社会的因子につ いて

検討 した報告 もあ まりない.こ れまでに欧米人 と日本人

におけるlfi期 症 状の差異を比較的 大規模に調査 した報

告 としては,1980年 代 にLockが1.Jっ た 横断的調査1=蛋.lk:.

がf名 で ある.こ れによれば,日 本にお いて は3つ の サ

ブサ ンブルで構成 される45歳 以 上50歳 以.ドの1:1本 人 女

('1:1738名 を 対象 に横断的調 査が実 施 され てい る,す な

わち3っ の サ ブサ ンプ ルとは,禅 戸市在住の中流階級女

{!1:525人,長 野県,島 搬県,滋 賀県在住 の農業に従事す

る女性650人,京 都市内およびその周辺 の工場 で働 く女

i'1:550人 で あ り,こ れ らの3っ のサ ブサ ンプ ル間 に認め

られた差異 として は,ru市 部 に在住す る中流階級女性 で

は農 業 に従事 す る女性 と比 較 してhot　 flushとsweal

が わずか に少 ないとい う点だけであ り,カ ナ ダの マニ ト

バ州 の女f'1:1039名 お よび アメ リカマ サチ ューセ ッツ州

の 女性5505名 の3群 での比 較検討 か らみ ると,日 本人

.女1生は これ ら3っ のサ ブサ ンプ ル ともにh
o1　flushや

night　 sweatの み られる頻度が北米 にお ける2つ の州 の

サ ンプル と比較 してmenopausal　 statusをr,iわ ず,.r;

L.に 低 いことが示 されてい る,し か し,Lockが この調

査行 った 且980年 代 前半は,わ が国 で は更年 期.欠性の ヘ

ルスケアの問題 にほとん ど関心 が払われて お らず,ま し

て一般 社会において更年期や閉経が大 き く取 り1:げ られ

ることはあま りなか ったため,更 年期を取 りrs:く諸 問題

に婦人科医 が積極的 に取 り組 むよ うにな った1990軍 代

以降の実態 とは大 き く異 なる可能tai:が考 え られ る.最 近

の一般健常日本人女性 における更軍期障宵の実態を知る

上で興味ある報n:nとしては,1997fiにi」 本産科婦人科

学会生殖 ・内分泌委員会が行った40歳 か ら65畿 までの

一般女性2273人 を対象 としたアンケー ト報告があるP ,

それによれば,吏 年期障害 として一般女f生が認識 してい

る症状 としては,頻 度の高いIIIに肩こり,疲 労感,　hot

flush,頭 痛,腰 痛,発 汗,不 眠,い らいら,皮 面の掻

痒感,動 悸,気 分が沈む,め まいが挙げられている.し

か し,fir.同研究者 らの先の報告まで5'.[4;療機関を受診 し

た日本人女性 にみられる請症状を検証 した報告はほとん

ど無 い,さ らにこの1997年 の日本産科婦人科学会の調

査でも独臼のアンケー ト用紙で調査を行 っており,同 じ

調査票というスケールで医療期間を受診 した女性にみら

れる症状群 と比較検討 した報告は皆無である.

　そこで今回,一 ・般健常中高年女性の不定愁訴の実態に

っいて検討する目的で,地 域をある程度限定 し,同 じ調

査尺度として 「慶鯉式調査票」を用いて調.査研究を"rYい,

一方,人:学 病院のz年 期外来を受診 した中高年女セliの調

査結果との比較検討を試みた.埼 玉県は,首 都東東部の

北部に隣接 し,　 ;;;ミのベッドクウンとして人口増加の著

しい地域であり,先 の論文の対象者にも埼玉県在住者は

数多 く含まれている.

　その結果,今 回の対象者全体の有症率として,一 般健

常中高年女性 において高かった症状は,「覚えられない」

「髪のtリ ュームが少な くなる」「物忘れをする」「皮蒔

の しわが気になる」 といった必ず しも低エストロゲン状

態に起因 した諸症状ではな く,ど ちらか と言うと加齢的

変化の要素が強い症状であった.す なわち.更 年期外来

を受診するような程度の強い更年期不定愁訴を有 しない

一般健常中高年女性においては,む しろこのような加齢

変化的症状に関心が向いていることが判明した.

　一方で,一 般健常中高年.女性においてその重症串が高

値を示 した症状は,「腰が痛い」「肩 こりがある」などで

あり,大 学病院の更年期外来受診者 と一部類似する傾向

を示 した.ま た,一 般健常巾高年女性では 「不安感があ

る」「イライラする」「神経質である」「くよ くよする」

といった　 #uLt状 で重症率が高値を示し,更 年期外来受

診者では 「疲れやすい」「腰や手が冷える」といった身

体症状において重症率が高依を示す傾向が認められた.

　 また.欧 米において更年期a状 の代表的症状3D33:.とさ

れている 「hot　flush」 「発汗」「不眠」 に関 しては,一

般健常申高年女性に対する今回の検討からも,先 の更年

期外来における共同研究者の研究結果 と同様に51.fihE

率としても重症率 として も最頻度の症状ではなか った,

このことから,か つてLockが 行った横断的調査と同様
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に,現 在の一般健常日本人女性においても北米の更年期

女性と比較 してこのような症状は依然として有意に低い

可能性 も考えられる.

　今後も,同 じ尺度(調 査票)を 用いた検討を,複 数の

地域を設定 し,職 業等で層別するなどさらに拡大 し,ま

た,横 断研究だけでなく縦断研究,前 向き研究を計画 し

ていくことで,日 本人女性全体としての更年期症状群に

おける実態の解明とその症状のTY度 に影響を及ぼす因子

の究明が図 られるのではないかと考えている.

総　　括

　本邦中高年女性にみられる不定愁訴の実態とその特微

を探索する旧的で,埼 玉県在住の一般健常中高年女tIi;を

対象として,「 慶晒式調査票」を用いてアンケー ト調盗

を行い,同 時期に当科更年期外来を受診 した初診患者を

対象と した調査結果と比較検討することで,以 下の事実

を明 らかに した.

1.一az健 常女性において認められた症状で頻度の高い

ものは.「覚えられない」「髪のボ'」ユームが少なくなるJ

「物忘れをする」「皮膚の しわが気になる」といった加齢

的変化の要素が強い症状であaた.

2.一 般健常中高年女挫において重症度が高い傾向を示

した症状は,「腰が痛い」「肩こりがある」であり,大 学

病院の更年期外来受診者の結果と類似していた,ま た,

一般健常中高年女性では 「不安感がある」「イライラす

る」「神経質である」 といったTH　症伏の亜症度が高い

傾向を示した.

3.エ ス トロゲン低下に起因した更年期障害の代衷的症

状とされている 「hot　flush」 や 「不眠」に関 しては,

一般健常中高年女性においても更年期外来受診者と同様

に,必 ずしも最頻度かっ重症度の高い症状ではなかった.

　以上の調査結果より,更 年期外来を受診していない一

般健常中高年女性におけるiifJ:期不定愁訴は.更f5期 外

来受診者と同様に,欧 米とはxな る特徴を示すことを明

らかにした.

　欧米とは異なる日本人中高年女性全毅における更年期

不定愁訴の特徴が存在することを示唆する本研究は,日

本人の更年期障害における疫学的データの落積となり,

将来的には日本人全般における更年期不定愁訴の実iの

解明につながる可能性を有すると考える.
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